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高
浜
虚
子
編
『
季
寄
せ
』
考

『
季
寄
せ
』
改
版
と
虚
子
編
『
新
歳
時
記
』
修
改
訂
の
関
係
性

福

井

咲
久
良

は
じ
め
に

昭
和
十
五
年
六
月
に
初
版
が
刊
行
さ
れ
た
高
浜
虚
子
編
『
季
寄
せ
』

は
、
虚
子
単
独
責
任
編
集
の
最
後
の
季
寄
せ
で
あ
る
。
同
書
は
、
昭
和
九

年
十
一
月
初
版
刊
行
以
来
の
ロ
ン
グ
セ
ラ
ー
で
あ
る
虚
子
編
『
新
歳
時

記
』
に
拠
っ
て

１
）

い
る
。

『
季
寄
せ
』
の
拠
り
所
で
あ
る
虚
子
編
『
新
歳
時
記
』
の
場
合
、
現
行

本
で
は
そ
の
奥
付
か
ら
、『
新
歳
時
記
』
に
つ
い
て
こ
れ
ま
で
二
度
の
改

版
が
行
わ
れ
た
こ
と
が
看
取
さ
れ
る
ば
か
り
で
な
く
、
序
に
続
く
「
改
版

に
つ
い
て
」「
再
改
版
に
つ
い
て
」
に
お
い
て
は
、
二
度
の
改
版
の
あ
ら

ま
し
を
明
記
し
て

２
）

い
る
。

こ
れ
に
対
し
、
現
行
の
虚
子
編
『
季
寄
せ

改

３
）

訂
版
』
の
場
合
は
、
そ

の
奥
付
か
ら
も
、
序
文
に
続
く
「
改
版
に
つ
い
て
」
の
件
か
ら
も
、
虚
子

没
後
の
昭
和
三
十
八
年
に
高
浜
年
尾
に
よ
る
改
訂
が
行
わ
れ
た
こ
と
以

外
、
改
訂
に
つ
い
て
触
れ
て
い

４
）

な
い
。
か
つ
、
こ
の
改
訂
に
つ
い
て
の
報

告
も
管
見
の
範
囲
で
は
確
認
で
き
な
い
。

し
か
し
、
後
に
述
べ
る
よ
う
に
、『
新
歳
時
記
』
が
時
代
の
要
請
に
合

わ
せ
て
改
訂
さ
れ
た
と
い
う
事
実
を
考
え
る
と
、『
季
寄
せ
』
が
虚
子
の

生
前
に
一
度
も
改
訂
さ
れ
な
か
っ
た
と
い
う
の
は
、
不
可
思
議
で
あ
る
。

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
虚
子
編
『
季
寄
せ
』
の
改
訂
の
有
無
を
明
ら
か
に

し
、
さ
ら
に
同
書
の
改
訂
と
虚
子
編
『
新
歳
時
記
』
の
改
訂
の
関
係
性
を

検
討
し
た
い
。

な
お
、
本
稿
に
お
い
て
、『
季
寄
せ
』『
新
歳
時
記
』
は
共
に
虚
子
編
の

も
の
を
指
す
こ
と
を
お
断
り
し
て
お
く
。

一

虚
子
編
『
季
寄
せ
』
誕
生
の
背
景

こ
こ
で
、『
季
寄
せ
』
の
『
新
歳
時
記
』
に
対
す
る
位
置
づ
け
を
明
確

に
す
る
た
め
、
は
じ
め
に
、
虚
子
編
『
季
寄
せ
』、
つ
ま
り
虚
子
編
『
新

歳
時
記
』
準
拠
の
季
寄
せ
が
誕
生
し
た
背
景
に
つ
い
て
考
察
を
試
み
よ

う
。そ

も
そ
も
、『
季
寄
せ
』
刊
行
の
企
画
の
出
所
は
ど
こ
で
あ
っ
た
の
だ

ろ
う
か
。『
ホ
ト
ト
ギ
ス
』
昭
和
十
四
年
四
月
号
の
「
虚
子
消
息
」
欄
に

よ
れ
ば
、
虚
子
編
『
季
寄
せ
』
は
虚
子
側
の
発
案
で
は
な
く
三
省
堂
側
の

求
め
に
応
じ
る
形
で
企
画
、
刊
行
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
に

５
）

な
る
。
三
省
堂

の
社
史
に
よ
れ
ば
、
昭
和
十
五
年
は
三
省
堂
の
創
業
六
〇
年
の
年
に
当
た

り
、
新
刊
の
虚
子
編
『
季
寄
せ
』
を
含
め
、「
新
刊
・
改
訂
の
点
数
は
三
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二
〇
点
に
達
し
」、「
三
省
堂
史
上
最
高
点
数
で
あ

６
）

っ
た
」
と
あ
る
か
ら
、

『
季
寄
せ
』
刊
行
の
背
景
に
は
、
そ
の
記
念
事
業
が
あ
っ
た
の
か
も
し
れ

な
い
。

で
は
、
こ
れ
に
対
し
、
依
頼
を
受
け
た
虚
子
側
に
は
、
出
版
の
承
諾
に

ど
の
よ
う
な
背
景
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
か
。
虚
子
編
『
新
歳
時
記
』

初
版
、
昭
和
十
四
年
刊
本
の
奥
付
か
ら
は
、『
新
歳
時
記
』
初
版
に
つ
い

て
、
昭
和
九
年
十
一
月
に
第
一
刷
が
刊
行
さ
れ
て
か
ら
四
年
四
ヶ
月
で
、

四
十
回
を
超
え
る
重
刷
が
行
わ
れ
た
こ
と
が
看
取
さ

７
）

れ
る
。
こ
の
重
刷
の

回
数
か
ら
、
虚
子
編
『
新
歳
時
記
』
の
成
功
ぶ
り
を
十
分
窺
い
知
る
こ
と

が
で
き
、
こ
れ
に
自
信
を
得
て
、
虚
子
側
が
『
季
寄
せ
』
刊
行
に
応
じ
た

と
し
て
も
首
肯
で
き
る
。

虚
子
編
『
季
寄
せ
』
序
に
あ
る
よ
う
に
、
虚
子
編
『
季
寄
せ
』
は
『
新

歳
時
記
』
に
対
し
て
、
作
句
の
実
際
に
使
用
す
る
簡
便
な
手
引
き
書
の
面

が
強
い
も
の
で

８
）

あ
る
。
し
た
が
っ
て
、『
新
歳
時
記
』
の
成
功
に
裏
打
ち

さ
れ
て
、
俳
人
ら
の
要
望
も
大
き
か
っ
た
と
い
う
事
情
も
あ
っ
た
の
で
あ

ろ
う
。

と
も
か
く
、
虚
子
編
『
季
寄
せ
』
刊
行
は
、
三
省
堂
側
の
編
集
依
頼
、

そ
れ
を
受
け
て
の
虚
子
側
の
編
集
受
諾
、
両
者
の
思
惑
の
結
果
で
あ
っ
た

と
推
測
さ
れ
る
。

な
ら
ば
、『
新
歳
時
記
』
の
み
が
時
勢
に
即
し
て
改
訂
さ
れ
、『
季
寄

せ
』
が
そ
う
さ
れ
な
か
っ
た
と
い
う
の
は
考
え
に
く
い
。
本
稿
は
そ
の
疑

問
か
ら
出
発
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

二

虚
子
編
『
新
歳
時
記
』
の
修
改
訂

こ
こ
で
、
先
に
『
季
寄
せ
』
の
修
改
訂
を
論
ず
る
前
に
、
そ
れ
と
深
い

関
わ
り
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
『
新
歳
時
記
』
に
つ
い
て
、
修
改
訂
の
実
態

を
確
認
し
て
お
き
た
い
。

『
新
歳
時
記
』
に
つ
い
て
は
、
先
行
研
究
に
よ
っ
て
、
戦
前
と
戦
後
に

一
度
ず
つ
、
二
度
の
内
容
の
改
訂
が
行
わ
れ
、
三
版
種
、
つ
ま
り
、
初
版

（
昭
和
九
年
十
一
月
）・
改
訂
版
（
昭
和
十
五
年
四
月
）・
増
訂
版
（
昭
和

二
十
六
年
十
月
）
が
存
在
し
、
各
版
の
間
で
は
、
収
録
季
題
の
異
同
が
認

め
ら
れ
る
こ
と
が
既
に
指
摘
さ
れ
て

９
）

い
る
。

さ
ら
に
、『
新
歳
時
記
』
に
つ
い
て
は
も
う
一
度
、
こ
れ
ま
で
指
摘
さ

れ
て
こ
な
か
っ
た
が
、
内
容
が
一
部
改
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
認
め
ら
れ

る
。昭

和
二
十
二
年
以
降
の
奥
付
を
持
つ
改
訂
版
『
新
歳
時
記
』
に
共
通
し

て
、「
入
営
」「
徴
兵
検
査
」「
大
演
習
」「
除
隊
」
の
四
つ
の
、
軍
事
に
関

す
る
季
題
が
機
械
的
に
削
除
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
『
新
歳
時
記
』
改
訂

版
に
は
、
戦
後
修
訂
版
と
も
呼
ぶ
べ
き
も
の
が
存
す
る
こ
と
が
確
認
さ
れ

る
の
で

10
）

あ
る
。

も
っ
と
も
、
こ
の
よ
う
な
軍
事
季
題
の
削
除
は
、
同
時
期
刊
行
の
他
の

歳
時
記
に
も
見
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
前
戦
後
に
跨
っ
て
刊
行
さ
れ
、
虚
子

も
編
集
に
携
わ
っ
た
改
造
社
『
俳
諧
歳

11
）

時
記
』
に
お
い
て
、
昭
和
八
年
の

奥
付
を
持
つ
戦

12
）

前
版
と
昭
和
二
十
二
年
な
い
し
二
十
三
年
の
奥
付
を
も
つ

戦

13
）

後
版
を
比
べ
る
と
、「
陸
軍
大
演
習
」「
除
隊
」「〔
初
年
兵
〕
入
営
」

「
陸
軍
始
」「
海
軍
始
」「
建
国
祭
」「
陸
軍
記
念
日
」「
徴
兵
検
査
」「
海

軍
記
念
日
」
の
各
項
が
、
戦
後
版
か
ら
削
除
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
気
づ

く
。た

だ
し
、
こ
の
よ
う
な
刊
行
時
期
が
ほ
ぼ
一
致
す
る
『
新
歳
時
記
』、

改
造
社
『
俳
諧
歳
時
記
』
の
戦
後
版
に
お
い
て
、
軍
事
季
題
が
削
除
さ
れ

―15―



る
と
い
う
修
訂
が
施
さ
れ
た
こ
と
は
、
編
者
が
季
題
を
吟
味
し
た
結
果
と

い
う
よ
り
、
む
し
ろ
、
検
閲
な
ど
の
都
合
上
、
全
面
改
版
を
待
た
ず
対
応

せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

修
訂
か
ら
改
訂
に
話
を
戻
す
と
、
先
行
研
究
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
虚

子
編
『
新
歳
時
記
』
の
改
訂
は
、
主
に
太
平
洋
戦
争
前
後
の
時
勢
の
変
化

に
即
し
た
も
の
と
い

14
）

え
る
。
で
は
こ
の
よ
う
な
時
勢
に
即
し
た
歳
時
記
の

内
容
の
書
き
換
え
は
、
修
訂
と
同
様
、
こ
の
時
期
に
刊
行
さ
れ
た
あ
ら
ゆ

る
歳
時
記
に
見
ら
れ
た
か
と
い
う
と
、
そ
う
で
は
な
い
。
先
に
挙
げ
た
、

改
造
社
『
俳
諧
歳
時
記
』
の
場
合
、
昭
和
二
十
九
年
か
ら
三
十
年
に
か

け
、
装
丁
を
一
部
変
更
し
た
版
が
刊
行
さ
れ
て
い

15
）

る
が
、
こ
の
時
の
収
録

16
）

首
題
は
昭
和
二
十
三
年
刊
本
の
そ
れ
と
同
一
で
あ
る
。
一
例
を
挙
げ
る

と
、「
苦
力
来
る
」「

」
と
い
っ
た
外
地
の
季
題
は
、『
新
歳
時
記
』
再

改
訂
時
に
削
除
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
時
勢
に
即
し
よ
う
と
す
る
な
ら
ば

削
除
対
象
に
さ
れ
て
し
か
る
べ
き
で
あ
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
虚
子
も

編
集
に
関
わ
っ
た
改
造
社
版
『
俳
諧
歳
時
記
』「
春
の
部
」
に
お
い
て
は
、

昭
和
三
十
年
刊
本
で
も
引
き
続
き
採
用
、
収
録
さ
れ
続
け
て
い
る
の
で
あ

る
。改

造
社
『
俳
諧
歳
時
記
』
の
場
合
、
新
旧
問
わ
ず
季
題
を
網
羅
的
に
収

集
す
る
と
い
う
編
集
方
針
が
あ
る
た

17
）

め
に
、
先
述
の
よ
う
な
明
ら
か
な
軍

事
季
題
は
削
除
し
た
も
の
の
、
そ
の
他
に
つ
い
て
は
、
時
勢
に
即
す
る
と

思
わ
れ
る
季
題
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
削
除
は
極
力
行
わ
な
か
っ
た
も
の
と

推
測
さ
れ
る
。

以
上
か
ら
再
確
認
す
べ
き
は
、『
新
歳
時
記
』
に
お
け
る
修
訂
、
つ
ま

り
軍
事
季
題
の
削
除
と
、
よ
り
広
範
囲
な
改
訂
の
問
題
を
、
同
列
に
扱
っ

て
は
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
修
訂
は
、
季
題
の
選
択
に
関
す
る

本
質
的
な
歳
時
記
編
者
の
意
向
と
は
関
係
な
く
実
施
さ
れ
、
一
方
改
訂

は
、
時
勢
に
即
し
つ
つ
も
新
時
代
の
季
題
と
し
て
ど
の
よ
う
な
も
の
が
ふ

さ
わ
し
い
か
を
熟
慮
し
取
捨
し
よ
う
と
す
る
、
編
者
の
意
識
の
現
わ
れ
な

の
で
あ
る
。

以
上
を
虚
子
編
『
季
寄
せ
』
の
ケ
ー
ス
に
当
て
は
め
る
と
、
同
様
の
意

識
か
ら
、
虚
子
編
『
季
寄
せ
』
で
も
修
改
訂
が
施
さ
れ
て
い
る
は
ず
だ
と

い
う
推
測
に
辿
り
着
く
。

と
こ
ろ
が
、『
新
歳
時
記
』
が
そ
の
改
訂
の
過
程
、
ま
た
そ
の
背
景
な

ど
そ
れ
な
り
に
研
究
も
さ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、『
季
寄
せ
』
の

場
合
は
、
冒
頭
で
述
べ
た
と
お
り
、
奥
付
か
ら
も
、「
改
版
に
つ
い
て
」

の
件
か
ら
も
、
虚
子
生
前
の
改
訂
の
有
無
自
体
、
大
変
分
か
り
に
く
い
の

が
実
態
な
の
で
あ
る
。

三

虚
子
編
『
季
寄
せ
』
の
修
改
訂

で
は
、
虚
子
編
『
季
寄
せ
』
に
お
い
て
は
、
虚
子
の
生
前
に
改
訂
や
修

訂
が
行
わ
れ
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
こ
で
今
回
、
虚
子
編
『
季
寄

せ
』
昭
和
十
五
年
六
月
刊
本
（
第
一
刷
）、
二
十
二
年
四
月
刊
本
、
二
十

六
年
九
月

18
）

刊
本
と
、
虚
子
編
『
新
歳
時
記
』
の
改
訂
版
（
昭
和
十
五
年
四

月
第
一
刷
）、
改
訂
版
戦
後
修
訂
版
（
昭
和
二
十
二
年
九
月
刊
本
、
第
一

刷
刊
行
日
不
明
）、
増
訂
版
（
昭
和
二
十
六
年
十
月
第

19
）

一
刷
）
の
収
録
首

題
を
比
較
し
『
季
寄
せ
』
の
修
改
訂
の
有
無
を
検
討
し
た
。

ま
ず
は
、
六
本
の
調
査
後
、
首
題
の
異
同
、
す
な
わ
ち
こ
こ
で
は
首
題

の
有
無
の
調
査
結
果
と
、
加
え
て
、
首
題
が
ど
の
本
に
見
ら
れ
ど
の
本
に

見
ら
れ
な
い
か
に
よ
っ
て
パ
タ
ー
ン
分
け
し
た
結
果
（
以
後
出
現
パ
タ
ー

ン
と
呼
ぶ
）
を
表
１
に
ま
と
め
る
。
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表1：高浜虚子編『季寄せ』各刷首題と『新歳時記』各版首題との比較表

部立 首 題 改 訂 版
『新歳時記』

昭 15 刊
『季寄せ』

改訂版戦後修訂版
『新歳時記』

昭 22 刊
『季寄せ』

昭 26 刊
『季寄せ』

増 訂 版
『新歳時記』

首 題 異 同
出現パターン

一 月 朝 賀 ○ ○ ○ ○ × ○ Ｄ

人 日 × × × × × ○ Ｅ

入 営 ○ ○ × × × × Ａ

馴 鹿 ○ ○ ○ ○ × × Ｂ

北 極 光 ○ ○ ○ ○ × × Ｂ

二 月 春 聯 ○ ○ ○ ○ × × Ｂ

爆 竹 ○ ○ ○ ○ × × Ｂ

紀 元 節 ○ ○ ○ ○ × × Ｂ

実 朝 忌 ○ ○ ○ ○ × ○ Ｄ

三 月 西 行 忌 ○ ○ ○ ○ × ○ Ｄ

大 石 忌 ○ ○ ○ ○ × ○ Ｄ

目貼剥ぐ ○ ○ ○ ○ × ○ Ｄ

初 筏 ○ ○ ○ ○ ○ × Ｃ

蓮 如 忌 ○ ○ ○ ○ × ○ Ｄ

其 角 忌 ○ ○ ○ ○ × ○ Ｄ

水 砧 ○ ○ ○ ○ × × Ｂ

四 月 苦力来る ○ ○ ○ ○ × × Ｂ

寒 食 ○ ○ ○ ○ × × Ｂ

義 士 祭 ○ ○ ○ ○ × ○ Ｄ

梅 若 忌 ○ ○ ○ ○ × ○ Ｄ

人 丸 忌 ○ ○ ○ ○ × ○ Ｄ

○ ○ ○ ○ × × Ｂ

天 長 節 ○ ○ ○ ○ ○ × Ｃ

天皇誕生の日 × × × × × ○ Ｅ

靖 国 祭 ○ ○ ○ ○ × ○ Ｄ

春 窮 ○ ○ ○ ○ × × Ｂ

五 月 徴兵検査 ○ ○ × × × × Ａ

四 迷 忌 ○ ○ ○ ○ × × Ｂ

六 月 蝎 ○ ○ ○ ○ × × Ｂ

蝉 丸 忌 ○ ○ ○ ○ × ○ Ｄ

業 平 忌 ○ ○ ○ ○ × ○ Ｄ

七 月 外 寝 ○ ○ ○ ○ × ○ Ｄ

熱 帯 ○ ○ ○ ○ × × Ｂ

赤 道 ○ ○ ○ ○ × × Ｂ

馬来正月 ○ ○ ○ ○ × × Ｂ

朝 陰 ○ ○ ○ ○ × × Ｂ

木 蔭 ○ ○ ○ ○ × × Ｂ

オアシス ○ ○ ○ ○ × × Ｂ

貿 易 風 ○ ○ ○ ○ × × Ｂ

スコール ○ ○ ○ ○ × × Ｂ

赤 道 祭 ○ ○ ○ ○ × × Ｂ

嫁 選 び ○ ○ ○ ○ × × Ｂ

象 ○ ○ ○ ○ × × Ｂ

水 牛 ○ ○ ○ ○ × × Ｂ

鰐 ○ ○ ○ ○ × × Ｂ
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部立 首 題 改 訂 版
『新歳時記』

昭 15 刊
『季寄せ』

改訂版戦後修訂版
『新歳時記』

昭 22 刊
『季寄せ』

昭 26 刊
『季寄せ』

増 訂 版
『新歳時記』

首 題 異 同
出現パターン

七 月
(続き)

鱶 ○ ○ ○ ○ × × Ｂ

極 楽 鳥 ○ ○ ○ ○ × × Ｂ

熱 帯 魚 ○ ○ ○ ○ × × Ｂ

火 焔 樹 ○ ○ ○ ○ × × Ｂ

無 憂 華 ○ ○ ○ ○ × × Ｂ

鳳 凰 樹 ○ ○ ○ ○ × × Ｂ

宝 冠 木 ○ ○ ○ ○ × × Ｂ

仏 桑 花 ○ ○ ○ ○ × × Ｂ

ドリアン ○ ○ ○ ○ × × Ｂ

マンゴスチン ○ ○ ○ ○ × × Ｂ

マンゴー ○ ○ ○ ○ × × Ｂ

パ パ ヤ ○ ○ ○ ○ × × Ｂ

竜 眼 ○ ○ ○ ○ × × Ｂ

バ ナ ナ ○ ○ ○ ○ × × Ｂ

パイナップル ○ ○ ○ ○ × × Ｂ

椰 子 ○ ○ ○ ○ × × Ｂ

檳 榔 樹 ○ ○ ○ ○ × × Ｂ

護 謨 樹 ○ ○ ○ ○ × × Ｂ

樹 ○ ○ ○ ○ × × Ｂ

クロトン ○ ○ ○ ○ × × Ｂ

月下美人 ○ ○ ○ ○ × × Ｂ

ブーゲンベリア ○ ○ ○ ○ × × Ｂ

八 月 宗 祇 忌 ○ ○ ○ ○ × ○ Ｄ

九 月 守 武 忌 ○ ○ ○ ○ × ○ Ｄ

太 祇 忌 ○ ○ ○ ○ × ○ Ｄ

パ カ チ ○ ○ ○ ○ ○ × Ｃ

去 来 忌 ○ ○ ○ ○ × ○ Ｄ

十 月 神 嘗 祭 ○ ○ ○ ○ × ○ Ｄ

宗 鑑 忌 ○ ○ ○ ○ × ○ Ｄ

明 治 節 ○ ○ ○ ○ × × Ｂ

十一月 文化の日 × × × × × ○ Ｅ

大 演 習 ○ ○ × × × × Ａ

達 磨 忌 ○ ○ ○ ○ × ○ Ｄ

嵐 雪 忌 ○ ○ ○ ○ × ○ Ｄ

空 也 忌 ○ ○ ○ ○ × ○ Ｄ

新 嘗 祭 ○ ○ ○ ○ × ○ Ｄ

几 菫 忌 ○ ○ ○ ○ × ○ Ｄ

除 隊 ○ ○ × × × × Ａ

十二月 貞 徳 忌 ○ ○ ○ ○ × ○ Ｄ

温 突 ○ ○ ○ ○ × × Ｂ

ペーチカ ○ ○ ○ ○ × ○ Ｄ

甘 蔗 刈 ○ ○ ○ ○ × ○ Ｄ

一 茶 忌 ○ ○ ○ ○ × ○ Ｄ

年 貢 納 ○ ○ ○ ○ ○ × Ｃ



調
査
の
結
果
、
調
査
の
底
本
に
し
た
虚
子

編
『
季
寄
せ
』
昭
和
十
五
年
刊
本
は
『
新
歳

時
記
』
改
訂
版
と
、『
季
寄
せ
』
昭
和
二
十

二
年
刊
本
は
『
新
歳
時
記
』
改
訂
版
戦
後
修

訂
版
と
、『
季
寄
せ
』
昭
和
二
十
六
年
刊
本

は
『
新
歳
時
記
』
増
訂
版
と
、
収
録
首
題
が

そ
れ
ぞ
れ
に
対
応
を
見
せ
る
こ
と
が
わ
か
っ

た
。
虚
子
編
『
季
寄
せ
』
の
修
改
訂
は
、
虚

子
編
『
新
歳
時
記
』
の
修
改
訂
に
対
応
し
て

実
施
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
換
言
す
れ

ば
、
虚
子
編
『
季
寄
せ
』
に
お
け
る
、
虚
子

生
前
の
修
改
訂
も
、『
新
歳
時
記
』
の
修
改

訂
と
同
様
に
、
太
平
洋
戦
争
前
後
の
時
勢
の

変
化
に
対
応
し
た
も
の
に
な
っ
て
い
る
の
で

あ
る
。

こ
れ
を
元
に
、
虚
子
編
『
季
寄
せ
』
各
版

と
虚
子
編
『
新
歳
時
記
』
の
各
版
の
修
改
訂

の
流
れ
を
纏
め
る
と
、
次
の
よ
う
に
考
え
ら

れ
る
。

昭
和
十
五
年
の
虚
子
編
『
新
歳
時
記
』
改

訂
版
刊
行
に
遅
れ
る
こ
と
数
ヶ
月
、
こ
れ
に

準
拠
し
た
虚
子
編
『
季
寄
せ
』
が
誕
生
し

た
。
や
が
て
敗
戦
を
う
け
て
、
昭
和
二
十
二

年
九
月
頃
、
改
訂
版
『
新
歳
時
記
』
が
修
訂

さ
れ
る
と
、『
季
寄
せ
』
初
版
も
そ
れ
と
ほ

ぼ
同
時
期
に
修
訂
さ
れ
た
と
見
ら
れ
る
。
そ
の
後
、
昭
和
二
十
六
年
に

『
新
歳
時
記
』
が
再
改
訂
さ
れ
増
訂
版
が
刊
行
さ
れ
た
頃
、『
季
寄
せ
』

に
も
改
訂
が
行
わ
れ
た
。
そ
し
て
、
虚
子
没
後
の
昭
和
三
十
九
年
に
は
、

高
浜
年
尾
に
よ
る
改
訂
の
施
さ
れ
た
『
季
寄
せ

改
訂
版
』
の
刊
行
に
至

る
の
で
あ
る
。

以
後
、
虚
子
編
『
季
寄
せ
』
に
つ
い
て
も
各
版
を
、
初
版
、
初
版
修
訂

版
、
改
訂
版
、
そ
し
て
虚
子
没
後
の

改
訂
版

と
呼
称
す
る
。

こ
の
よ
う
に
修
改
訂
を
加
え
て
お
き
な
が
ら
、
そ
の
こ
と
を
『
季
寄

せ
』
の
中
で
一
切
断
ら
な
い
と
い
う
姿
勢
か
ら
は
、
虚
子
編
『
季
寄
せ
』

が
あ
く
ま
で
句
作
の
簡
便
な
手
引
書
で
あ
っ
て
、
そ
の
分
、
虚
子
編
『
新

歳
時
記
』
に
求
め
た
厳
密
さ
は
求
め
て
い
な
い
印
象
を
受
け
る
。

こ
こ
で
再
び
、『
新
歳
時
記
』
に
対
す
る
『
季
寄
せ
』
の
位
置
づ
け
を

考
え
て
み
た
い
。
一
般
に
季
寄
せ
と
は
「
季
語
の
集
成
の
み
の
も
の
」
を

20
）

指
す
。
と
こ
ろ
が
、
虚
子
編
『
季
寄
せ
』
の
場
合
は
、
多
く
の
項
に
お
い

て
最
小
限
の
例
句
が
挙
げ
ら
れ
て
い
た
り
、
項
目
に
よ
っ
て
は
『
新
歳
時

記
』
の
季
題
解
説
文
が
そ
の
ま
ま
使
わ
れ
て
お
り
、
季
語
の
集
成
に
留
ま

ら
な
い
。
名
前
こ
そ
『
季
寄
せ
』
で
あ
り
つ
つ
も
、
殆
ど
『
新
歳
時
記
』

の
簡
便
版
と
言
っ
て
い
い
特
徴
を
備
え
て
い
る
の
で
あ
る
。『
新
歳
時
記
』

に
準
じ
て
い
る
と
断
っ
て
い
る
だ
け
あ
っ
て
、
虚
子
編
『
季
寄
せ
』
の
使

用
者
が
、
そ
の
拠
り
所
と
な
っ
て
い
る
『
新
歳
時
記
』
を
も
使
っ
て
い
る

こ
と
を
前
提
と
し
て
お
り
、
初
版
刊
行
当
初
の
『
季
寄
せ
』
は
、『
新
歳

時
記
』
に
対
し
副
次
的
な
刊
行
物
で
あ
っ
た
、
と
位
置
づ
け
て
も
良
い
の

で
は
な
い
か
。

造
本
の
面
か
ら
見
て
も
、『
新
歳
時
記
』
に
比
べ
『
季
寄
せ
』
は
小
型

21
）

な
分
、
丈
夫
さ
の
点
で
『
新
歳
時
記
』
に
劣
る
で
あ
ろ
う
。
辞
書
的
な
役
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首題異同 出現パターン分類

出現パターン
改 訂 版
『新歳時記』

昭 15 刊
『 季 寄せ』

改訂版戦後修訂版
『新歳時記』

昭 22 刊
『 季 寄せ』

昭 26 刊
『 季 寄せ』

増 訂 版
『新歳時記』

Ａ ○ ○ × × × ×

Ｂ ○ ○ ○ ○ × ×

Ｃ ○ ○ ○ ○ ○ ×

Ｄ ○ ○ ○ ○ × ○

Ｅ × × × × × ○



割
を
も
担
う
『
新
歳

22
）

時
記
』
に
比
べ
、
元
来
は
、
句
作
時
の
探
題
、
吟
行

時
の
携

23
）

帯
用
と
い
う
用
途
と
し
て
作
ら
れ
た
と
考
え
て
よ
い
と
思
わ
れ

る
。な

ら
ば
、『
季
寄
せ
』
は
『
新
歳
時
記
』
を
逐
一
確
認
し
な
く
て
も
、

日
々
の
句
作
に
事
足
り
る
よ
う
、『
新
歳
時
記
』
と
常
に
同
じ
季
題
を
収

録
し
て
い
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
現
に
、『
季
寄
せ
』

の
初
版
修
訂
版
ま
で
は
、『
新
歳
時
記
』
改
訂
版
、
な
い
し
改
訂
版
戦
後

修
訂
版
と
、
同
じ
首
題
を
収
め
て
い
る
。

と
こ
ろ
が
、
先
の
表
１
、
出
現
パ
タ
ー
ン
Ｄ
の
首
題
群
に
着
目
す
る

と
、『
季
寄
せ
』
改
訂
版
の
収
録
首
題
に
限
っ
て
は
、『
新
歳
時
記
』
増
訂

版
の
首
題
と
、
綺
麗
に
対
応
し
き
ら
な
い
こ
と
が
看
取
さ
れ
る
。

虚
子
編
『
季
寄
せ
』
改
訂
版
と
、『
新
歳
時
記
』
の
先
後
関
係
を
考
え

る
と
き
、『
季
寄
せ
』
が
『
新
歳
時
記
』
準
拠
の
季
寄
せ
で
あ
る
と
い
う

事
情
を
考
慮
す
れ
ば
、『
新
歳
時
記
』
増
訂
版
が
先
に
刊
行
さ
れ
、
追
っ

て
『
季
寄
せ
』
改
訂
版
が
刊
行
さ
れ
た
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
調
査
に
用
い
た
本
の
奥
付
に
よ
れ
ば
、『
季
寄
せ
』
改
訂

版
の
方
が
、『
新
歳
時
記
』
増
訂
版
に
一
月
以
上
先
ん
じ
て
刊
行
さ
れ
た

こ
と
に

24
）

な
る
。

で
は
、
な
ぜ
『
季
寄
せ
』
改
訂
版
は
、『
新
歳
時
記
』
増
訂
版
に
先
ん

じ
て
刊
行
さ
れ
、『
新
歳
時
記
』
改
訂
版
に
も
増
訂
版
に
も
見
ら
れ
な
い
、

改
訂
の
独
自
性
を
示
す
の
だ
ろ
う
か
。

こ
の
理
由
と
し
て
、
二
通
り
が
考
え
ら
れ
る
。

ま
ず
、
季
寄
せ
、
歳
時
記
の
別
を
問
わ
な
い
首
題
の
選
定
の
結
果
で
あ

る
可
能
性
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。
次
に
引
用
す
る
の
は
、『
季
寄
せ
』

改
訂
版
に
は
採
用
さ
れ
な
か
っ
た
が
、『
新
歳
時
記
』
増
訂
版
に
は
採
用

さ
れ
た
首
題
「
外
寝
」
の
、『
季
寄
せ
』『
新
歳
時
記
』
各
版
か
ら
の
季
題

解
説
文
で
あ
る
。

Ａ
『
新
歳
時
記
』
改
訂
版
戦
後
修
訂
版
（『
新
歳
時
記
』
改
訂
版
も

同
文
）

外
寝

朝
鮮
・
南
洋
方
面
で
は
、
賤
民
は
暑
い
夜
は
外
に
寝
る
。
別

に
体
に
も
障
ら
ぬ
ら
し
い
。
内
地
で
も
田
舎
で
や
る
。

Ｂ
『
季
寄
せ
』
初
版
修
訂
版

外
寝

朝
鮮
・
南
洋
方
面
の
風
俗
で
、
賤
民
は
暑
い
夜
は
外
に
寝

る
。

Ｃ
『
季
寄
せ
』
改
訂
版

「
外
寝
」
項
見
ら
れ
ず

Ｄ
『
新
歳
時
記
』
増
訂
版

外
寝

暑
い
夜
は
外
に
寝
る
。
別
に
体
に
も
障
ら
ぬ
ら
し
い
。

Ｂ
『
季
寄
せ
』
初
版
修
訂
版
と
Ａ
『
新
歳
時
記
』
改
訂
版
戦
後
修
訂
版

で
は
、「
外
寝
」
は
主
に
外
地
の
季
題
と
し
て
解
説
さ
れ
て
い
る
。
と
こ

ろ
が
、『
新
歳
時
記
』
増
訂
版
で
は
、
外
地
に
関
す
る
記
述
が
そ
っ
く
り

除
か
れ
て
い
る
。
こ
の
場
合
は
、『
新
歳
時
記
』
改
訂
版
戦
後
修
訂
版
に
、

「
内
地
で
も
田
舎
で
や
る
」
と
あ
る
の
で
、
内
地
で
も
行
わ
れ
て
い
る
以

上
、
季
題
と
し
て
残
す
べ
き
で
あ
る
と
の
判
断
か
ら
、『
新
歳
時
記
』
増

訂
版
に
は
引
き
続
き
採
用
さ
れ
た
も
の
と
想
像
さ
れ
る
。
ま
た
、
西
村
睦

子
氏
も
「
外
寝
」
が
例
外
的
に
虚
子
編
に
残
さ
れ
た
理
由
に
つ
い
て
、

「
ま
だ
バ
ラ
ッ
ク
に
住
ん
で
い
た
世
相
ゆ
え
か
」
と
指
摘

25
）

す
る
。

と
こ
ろ
が
、
一
方
で
、
こ
の
「
外
寝
」
は
大
陸
特
有
の
風
習
で
あ
る
と
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い
う
見
解
も
、
す
で
に
『
ホ
ト
ト
ギ
ス
』
内
部
に
見
ら
れ
る
。
昭
和
十
四

年
に
『
ホ
ト
ト
ギ
ス
』
誌
上
に
掲
載
さ
れ
た
、
当
時
の
朝
鮮
で
の
座
談
会

の
記
録
で
は
、
冬
の
寒
さ
厳
し
い
大
陸
の
家
の
構
造
に
起
因
す
る
の
が
、

季
題
「
外
寝
」
で
あ
る
と
い
う
考
え
が
示
さ
れ
て

26
）

い
る
。
こ
の
立
場
に
立

て
ば
、
本
来
的
な
季
題
「
外
寝
」
を
、
内
地
で
は
殆
ど
見
る
こ
と
が
出
来

な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

以
上
を
ま
と
め
る
と
、
季
題
「
外
寝
」
の
採
否
に
つ
い
て
、
外
地
な
ら

で
は
の
季
題
と
い
う
立
場
に
立
っ
た
が
ゆ
え
に
、
戦
後
時
勢
に
合
わ
な
い

だ
ろ
う
と
『
季
寄
せ
』
改
訂
版
か
ら
は
削
除
し
た
が
、
内
地
で
も
行
わ
れ

て
い
た
こ
と
か
ら
、『
新
歳
時
記
』
で
は
季
題
と
し
て
認
め
た
と
い
う
可

能
性
が
見
え
て
く
る
。

同
じ
く
『
季
寄
せ
』
改
訂
版
で
は
不
採
用
、『
新
歳
時
記
』
増
訂
版
で

は
採
用
と
な
っ
て
い
る
季
題
に
、「
甘
蔗
刈
」
が
あ
る
が
、
こ
の
場
合
も
、

内
地
で
も
九
州
地
方
で
行
わ
れ
て
い
る
と
い
う
認
識
が
、『
新
歳
時
記
』

改
訂
版
に
て
示
さ
れ
て

27
）

い
る
。
よ
っ
て
、
こ
の
ケ
ー
ス
の
類
例
に
挙
げ
る

こ
と
が
で
き
よ
う
。

同
様
に
、『
季
寄
せ
』
改
訂
版
で
は
不
採
用
、『
新
歳
時
記
』
増
訂
版
で

は
採
用
と
な
っ
て
い
る
季
題
に
、「
目
貼
剥
ぐ
」
が
あ
る
。
こ
ち
ら
も
、

季
題
解
説
文
を
読
む
限
り
、
戦
前
は
朝
鮮
、
満
州
地
方
の
季
題
の
扱
い
を

受
け
て
い
た
こ
と
が
看
取
さ
れ
、『
新
歳
時
記
』
増
訂
版
採
用
時
に
は
外

地
に
関
す
る
記
述
が
削
除
さ
れ
て

28
）

い
る
。

特
筆
す
べ
き
は
、『
新
歳
時
記
』
増
訂
版
に
て
初
め
て
、
こ
の
項
目
に

例
句
「
張
り
合
ひ
の
あ
り
し
暮
し
の
目
貼
剥
ぐ
／
虚
子
」
が
採
用
さ
れ
た

こ
と
で

29
）

あ
る
。
例
句
が
加
え
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
は
、
内
地
に
お
い
て
も

そ
の
句
を
理
解
す
る
だ
け
の
季
感
を
感
じ
う
る
と
、
編
者
が
判
じ
た
と
い

う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

最
後
に
「
ペ
ー
チ
カ
」
も
、『
季
寄
せ
』
改
訂
版
で
は
不
採
用
、『
新
歳

時
記
』
増
訂
版
で
は
採
用
と
な
っ
て
い
る
季
題
で
あ
る
。
こ
れ
も
『
新
歳

時
記
』
改
訂
版
お
よ
び
『
季
寄
せ
』
初
版
修
訂
版
で
は
ロ
シ
ア
の
建
築
様

式
で
満
州
地
方
に
多
い
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、『
新
歳
時
記
』
増
訂

版
で
は
外
地
に
関
す
る
記
載
が
削
ら
れ
て

30
）

い
る
。
し
か
し
、「
ペ
ー
チ
カ
」

の
場
合
は
、
内
地
で
も
見
ら
れ
る
旨
の
記
載
が
元
か
ら
な
く
、『
新
歳
時

記
』
増
訂
版
に
お
い
て
も
そ
の
よ
う
な
内
容
は
加
筆
さ
れ
て
い
な
い
。
こ

れ
は
ど
の
よ
う
に
考
え
た
ら
よ
い
か
。

『
新
歳
時
記
』
増
訂
版
の
「
ペ
ー
チ
カ
」
の
項
の
例
句
に
目
を
向
け
る

と
、「
新
聞
の
這
入
り
し
音
や
ペ
チ
カ
焚
く
╱
雨
意
」、「
絨
毯
に
ペ
ー
チ

カ
の
薪
五
、
六
本
╱
三
昧
」
と
い
う
二
句
が
使
わ
れ
て

31
）

い
る
。
こ
の
二
句

は
『
新
歳
時
記
』
改
訂
版
か
ら
す
で
に
採
用
さ
れ
て
お
り
、
し
た
が
っ
て

戦
後
時
勢
が
変
化
し
て
も
、
こ
の
例
句
を
持
っ
て
す
れ
ば
「
ペ
ー
チ
カ
」

の
季
感
は
感
ぜ
ら
れ
る
と
判
断
さ
れ
た
も
の
と
想
像
さ
れ
る
。
し
か
し
、

「
ペ
ー
チ
カ
」
は
内
地
で
は
珍
し
い
も
の
で
あ
る
の
に
、
内
地
に
お
い
て

も
季
感
が
理
解
で
き
る
と
判
ぜ
ら
れ
た
背
景
に
は
何
が
あ
る
だ
ろ
う
か
。

こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
背
景
の
一
つ
と
し
て
、
童
謡
「
ペ
チ
カ
」
が
人

口
に
膾
炙
し
て
い
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ

32
）

れ
る
。

『
季
寄
せ
』
改
訂
版
で
削
除
さ
れ
た
も
の
が
、『
新
歳
時
記
』
増
訂
版
で

再
び
復
活
す
る
の
は
、
一
度
時
勢
に
応
じ
て
削
除
し
た
が
、
そ
の
後
、
内

地
で
も
見
ら
れ
る
、
あ
る
い
は
見
ら
れ
な
い
と
し
て
も
、
内
地
で
季
感
を

解
し
う
る
と
の
判
断
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
思
わ
れ
る
。
そ
の
折
に
は
、
季

題
解
説
文
を
一
部
改
め
る
こ
と
で
新
時
代
に
即
応
し
て
い
る
こ
と
が
分
か

る
よ
う
に
工
夫
を
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
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考
え
ら
れ
る
理
由
の
二
つ
目
は
、
季
寄
せ
に
は
季
寄
せ
用
の
、
歳
時
記

と
は
異
な
っ
た
首
題
の
選
定
が
行
わ
れ
た
可
能
性
で
あ
る
。

『
季
寄
せ
』
改
訂
版
に
は
採
用
さ
れ
ず
、『
新
歳
時
記
』
増
訂
版
に
は
採

用
さ
れ
た
首
題
と
し
て
特
徴
的
に
多
い
の
が
、
人
物
の
忌
日
の
季
題
で
あ

る
。
左
の
表
２
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、『
新
歳
時
記
』
増
訂
版
と
、『
季

寄
せ
』
改
訂
版
の
両
方
に
収
録
さ
れ
た
忌
日

33
）

季
題
は
、
二
月
部
の
「
鳴
雪

忌
」、
九
月
部
の
「
西
鶴
忌
」、「
子
規
忌
」、
十
一
月
部
の
「
芭
蕉
忌
」、

そ
し
て
十
二
月
部
の
「
近
松
忌
」「
蕪
村
忌
」
の
わ
ず
か
六
題
し
か
な
い
。

こ
の
六
つ
は
、
季
題
選
択
を
し
た
編
者
に
と
っ
て
、
ど
の
よ
う
な
位
置
づ

け
が
で
き
る
題
で
あ
ろ
う
か
。

人
物
が
活
躍
し
た
時
代
で
分
け
る
と
、
こ
こ
に
挙
げ
た
忌
日
季
題
は

「
芭
蕉
忌
」「
蕪
村
忌
」「
近
松
忌
」「
西
鶴
忌
」
の
江
戸
期
の
も
の
と
、

「
鳴
雪
忌
」「
子
規
忌
」
の
明
治
期
の
も
の
に
分
け
ら
れ
る
。

先
に
江
戸
期
の
人
物
に
目
を
向
け
る
と
、「
西
鶴
忌
」
の
『
季
寄
せ
』

改
訂
版
に
お
け
る
季
題
解
説
文
に
は
、「
井
原
西
鶴
は
浪
華
の
人
。
住
吉

社
頭
で
一
日
、
二
万
三
千
句
を
吐
い
た
と
い
は
れ
る
才
人
で
あ
つ
た
。
近

松
・
芭
蕉
と
共
に
江
戸
元
禄
文
学
の
最
高
峰
を
形
づ
く
つ
た
人
で

34
）

あ
る
」

と
あ
り
、
こ
こ
か
ら
、
芭
蕉
、
近
松
、
西
鶴
に
対
す
る
、『
季
寄
せ
』
編

者
の
き
わ
め
て
高
い
評
価
が
窺
え
る
。
残
る
蕪
村
は
、
子
規
が
高
く
評
価

し
た
江
戸
俳
人
で
、
例
え
ば
蕪
村
忌
に
は
句
会
が
開
か
れ
て
い
た
こ
と
が

知
ら
れ
て
い
る
。
よ
っ
て
、
い
ず
れ
も
特
に
重
要
な
俳
諧
師
と
の
判
断
か

ら
、
そ
の
忌
日
が
そ
れ
ぞ
れ
首
題
と
し
て
採
用
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

続
い
て
明
治
期
の
集
合
に
目
を
向
け
る
と
、
子
規
は
も
ち
ろ
ん
鳴
雪
も
、

『
ホ
ト
ト
ギ
ス
』
史
上
極
め
て
重
要
な
存
在
で
あ
る
。

よ
っ
て
、『
季
寄
せ
』
改
訂
版
に
忌
日
が
季
題
と
し
て
収
録
さ
れ
た
各

人
は
、『
季
寄
せ
』
編
者
の
立
場
か
ら
す
る
と
、
俳
諧
・
俳
句
史
史
上
、

い
ず
れ
も
極
め
て
重
要
度
の
高
い
人
物
で
あ
っ
た

と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。
逆
に
、『
季
寄
せ
』
改
訂

版
の
忌
日
季
題
は
、
必
要
最
低
限
の
数
に
絞
り
込

ま
れ
て
い
る
と
換
言
す
る
こ
と
も
で
き
る
で
あ
ろ

う
。残

る
『
季
寄
せ
』
改
訂
版
不
採
用
の
忌
日
季
題

が
、『
新
歳
時
記
』
増
訂
版
刊
行
ま
で
の
ご
く
短

い
期
間
に
す
べ
て
改
め
て
必
要
に
な
っ
た
と
は
考

え
が
た
く
、
ま
た
、
現
時
点
で
は
急
に
必
要
に
な

っ
た
こ
と
を
積
極
的
に
裏
付
け
る
資
料
も
見
つ
か

っ
て
い
な
い
。
そ
れ
に
、
時
勢
の
変
化
も
、
忌
日

季
題
の
場
合
に
は
、
一
部
の
例
外
を
除

35
）

い
て
あ
ま
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表2：高浜虚子編『季寄せ』改訂版
および『新歳時記』増訂版収
録の忌日季題一覧

部立 忌日季題
『季寄せ』
改訂版採否

『新歳時記』
増訂版採否

二 月 鳴 雪 忌 ○ ○

実 朝 忌 × ○

三 月 西 行 忌 × ○

大 石 忌 × ○

蓮 如 忌 × ○

其 角 忌 × ○

四 月 梅 若 忌 × ○

人 丸 忌 × ○

六 月 蝉 丸 忌 × ○

業 平 忌 × ○

八 月 宗 祇 忌 × ○

九 月 守 武 忌 × ○

太 祇 忌 × ○

西 鶴 忌 ○ ○

子 規 忌 ○ ○

十 月 去 来 忌 × ○

宗 鑑 忌 × ○

十一月 達 磨 忌 × ○

芭 蕉 忌 ○ ○

嵐 雪 忌 × ○

空 也 忌 × ○

新 嘗 祭 × ○

几 菫 忌 × ○

十二月 貞 徳 忌 × ○

一 茶 忌 × ○

近 松 忌 ○ ○

蕪 村 忌 ○ ○



り
関
係
が
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

す
る
と
、
考
え
ら
れ
る
の
は
、
こ
の
『
季
寄
せ
』
改
訂
版
に
お
い
て
初

め
て
、
歳
時
記
用
と
は
少
し
異
な
っ
た
、
季
寄
せ
独
自
の
首
題
選
定
が
行

わ
れ
て
い
る
と
い
う
可
能
性
で
あ
る
。

昭
和
十
五
年
の
初
版
刊
行
以
来
、『
新
歳
時
記
』
に
対
し
て
、
あ
く
ま

で
副
次
的
な
刊
行
物
で
あ
っ
た
虚
子
編
『
季
寄
せ
』
に
対
し
、
改
訂
時
に

『
新
歳
時
記
』
に
は
な
い
存
在
意
義
が
、
編
者
に
よ
っ
て
見
直
さ
れ
た
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

以
上
、『
季
寄
せ
』
改
訂
に
お
け
る
独
自
性
に
つ
い
て
理
由
や
背
景
を

考
察
し
て
き
た
。

『
季
寄
せ
』
改
訂
版
が
示
す
改
訂
の
独
自
性
が
、
虚
子
編
の
歳
時
記
や

季
寄
せ
に
載
せ
る
首
題
の
再
考
、
整
理
を
し
た
結
果
で
あ
る
と
見
る
な
ら

ば
、
編
者
の
時
勢
へ
の
敏
感
さ
を
さ
ら
に
裏
付
け
る
こ
と
に
も
な
り
、
注

目
に
値
す
る
だ
ろ
う
。

も
し
く
は
、『
新
歳
時
記
』
増
訂
版
に
は
歳
時
記
用
の
、
そ
し
て
虚
子

編
『
季
寄
せ
』
改
訂
版
に
は
季
寄
せ
用
の
、
首
題
の
取
捨
が
行
わ
れ
た
結

果
で
あ
る
と
見
る
な
ら
ば
、
昭
和
十
五
年
の
初
版
刊
行
以
来
、『
新
歳
時

記
』
の
簡
便
版
で
あ
る
以
外
に
、
積
極
的
な
存
在
意
義
が
あ
ま
り
見
出
さ

れ
て
こ
な
か
っ
た
『
季
寄
せ
』
に
、
こ
こ
で
初
め
て
、
編
者
に
よ
っ
て
季

寄
せ
と
し
て
の
新
た
な
存
在
意
義
が
見
出
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
に
な
り
、

や
は
り
注
目
に
値
す
る
と
思
わ
れ
る
。

お
わ
り
に

以
上
を
整
理
す
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

第
一
に
、
こ
れ
ま
で
虚
子
生
前
の
内
容
の
改
訂
が
確
認
さ
れ
て
い
な
か

っ
た
虚
子
編
『
季
寄
せ
』
に
つ
い
て
、
今
回
、
初
版
、
初
版
修
訂
版
、
改

訂
版
、
そ
し
て
虚
子
没
後
の

改
訂
版

の
三
版
四
種
の
存
在
が
確
認
さ

れ
た
。

第
二
に
、
虚
子
編
『
季
寄
せ
』
の
修
改
訂
は
、
虚
子
編
『
新
歳
時
記
』

の
修
改
訂
に
概
ね
即
応
し
て
い
る
。

従
っ
て
第
三
に
、
虚
子
編
『
新
歳
時
記
』
と
同
様
に
、
虚
子
編
『
季
寄

せ
』
に
つ
い
て
も
、
収
録
さ
れ
て
い
る
首
題
か
ら
、
版
種
を
判
別
す
る
こ

と
が
可
能
で
あ
る
。

第
四
に
、
虚
子
編
『
季
寄
せ
』
改
訂
版
と
、『
新
歳
時
記
』
増
訂
版
と

の
間
に
は
、
収
録
首
題
に
わ
ず
か
な
が
ら
差
異
が
見
ら
れ
る
。『
季
寄
せ
』

独
自
の
改
訂
が
行
わ
れ
た
理
由
や
背
景
を
探
求
す
る
こ
と
は
、
ひ
い
て
は

『
新
歳
時
記
』『
季
寄
せ
』
改
訂
編
者
の
時
勢
へ
の
敏
感
さ
の
裏
付
け
に
、

も
し
く
は
編
者
に
と
っ
て
の
『
新
歳
時
記
』
と
『
季
寄
せ
』
の
位
置
づ
け

の
変
化
の
表
れ
に
つ
な
が
る
も
の
と
考
え
ら
れ
、
重
要
な
意
味
を
持
っ
て

い
る
。

な
お
、
本
稿
で
は
『
新
歳
時
記
』『
季
寄
せ
』
の
変
遷
に
つ
い
て
の
調

査
を
主
と
し
た
た
め
、
編
者
の
思
想
面
に
は
触
れ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ

た
。
ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
季
題
が
実
際
に
ど
の
よ
う
に
詠
ま
れ
た
か
に
つ

い
て
も
詳
し
く
論
ず
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
こ
れ
ら
は
本
稿
で
の
調

査
を
土
台
に
し
て
、
今
後
考
察
し
て
い
き
た
い
。

注１
）

虚
子
編
『
季
寄
せ
』（
昭
和
十
五
年
六
月
、
三
省
堂
）
序
。

２
）

虚
子
編
『
新
歳
時
記

増
訂
版
』「
改
版
に
つ
い
て
」「
再
改
版
に
つ
い
て
」。

３
）

現
行
の
虚
子
編
『
季
寄
せ
』
は
、
後
掲
注

４
）の
と
お
り
、
高
浜
年
尾
に
よ

る
改
訂
の
手
が
加
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
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４
）

虚
子
編
、
高
浜
年
尾
改
訂
『
季
寄
せ

改
訂
版
』（
二
〇
〇
六
年
十
一
月
刊

本
）
の
奥
付
に
は
、「
一
九
四
〇
年
（
昭
和
十
五
年
）
六
月
二
十
五
日
初
版
発

行
╱
一
九
六
四
年
（
昭
和
三
十
九
年
）
三
月
一
日
改
訂
初
版
発
行
」
と
あ
り
、

虚
子
生
前
の
改
訂
に
は
触
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
同
本
の
「
改
訂
に
つ
い
て
」

に
は
「
昭
和
十
五
年
初
版
発
行
以
来
、
こ
こ
に
季
寄
せ
一
部
の
改
訂
を
企
画
し

た
」
と
あ
り
、
こ
ち
ら
も
虚
子
生
前
の
改
訂
に
触
れ
て
い
な
い
。

５
）
『
ホ
ト
ト
ギ
ス
』
四
十
二
巻
七
号
（
昭
和
十
四
年
四
月
）「
虚
子
消
息
」
に
、

「
同
堂

引
用
者
注：

三
省
堂

か
ら
新
歳
時
記
を
基
と
し
た
「
季
寄
せ
」
を

編
む
こ
と
を
依
頼
さ
れ
ま
し
た
が
、
目
下
進
行
中
で
あ
る
」
と
あ
る
。

６
）

三
省
堂
百
年
記
念
事
業
委
員
会
編
『
三
省
堂
の
百
年
』（
昭
和
五
十
七
年
四

月
、
三
省
堂
）
第
五
章
中
「
創
業
六
〇
年
」。

７
）

虚
子
編
『
新
歳
時
記
』
昭
和
十
四
年
三
月
刊
本
の
奥
付
に
、「
昭
和
十
四
年

三
月
十
五
日
四
二
版
発
行
」
と
あ
る
。

８
）

前
掲
、
注

１
）参
照
。

９
）

虚
子
編
『
新
歳
時
記
』
の
改
訂
に
つ
い
て
は
、

筑
紫
磐
井
「
歳
時
記
の
百

年

第
八
回
虚
子
編
『
新
歳
時
記
』」（『
俳
壇
』
十
七
巻
九
号
、
二
〇
〇
〇
年

八
月
）、
お
よ
び
筑
紫
磐
井
「
虚
子
の
季
題
論
と
季
題
」（『
国
文
学

解
釈
と

鑑
賞
』
第
七
十
四
巻
十
一
号
、
平
成
二
十
一
年
十
一
月
）、
お
よ
び
西
村
睦
子

『「
正
月
」
の
な
い
歳
時
記
｜
虚
子
が
作
っ
た
近
代
季
語
の
枠
組
み
』（
二
〇
〇

九
年
十
二
月
、
本
阿
弥
書
店
）
に
詳
し
い
。

10
）

調
査
は
、
虚
子
編
『
改
訂

新
歳
時
記
』（
昭
和
九
年
十
一
月
初
版
・
昭
和

十
九
年
七
月
改
訂
三
十
二
版
、
三
省
堂
）
と
『
改
訂

新
歳
時
記
』（
昭
和
十

五
年
二
月

引
用
者
注：

マ
マ
。
正
し
く
は
四
月

初
版
・
昭
和
二
十
二
年
九

月
十
四
版
、
三
省
堂
）
と
の
比
較
に
お
い
て
行
っ
た
。

11
）

山
本
三
生
編
『
俳
諧
歳
時
記
』（
昭
和
八
年
初
版
、
改
造
社
）

全
五
冊

。

12
）

調
査
に
用
い
た
改
造
社
『
俳
諧
歳
時
記
』
戦
前
版
の
奥
付
は
左
の
１
か
ら
５

の
と
お
り
で
あ
る
。
編
者
は
山
本
三
生
と
あ
る
。
五
冊
す
べ
て
、
慶
應
義
塾
三

田
図
書
館
蔵
本
。

１
改
造
社
『
俳
諧
歳
時
記
』「
春
之
部
」（
昭
和
八
年
十
一
月
）

２
改
造
社
『
俳
諧
歳
時
記
』「
夏
之
部
」（
昭
和
八
年
六
月
）

３
改
造
社
『
俳
諧
歳
時
記
』「
秋
之
部
」（
昭
和
八
年
九
月
）

４
改
造
社
『
俳
諧
歳
時
記
』「
冬
之
部
」（
昭
和
八
年
十
月
）

５
改
造
社
『
俳
諧
歳
時
記
』「
新
年
之
部
」（
昭
和
八
年
十
二
月
）

13
）

調
査
に
用
い
た
改
造
社
『
俳
諧
歳
時
記
』
戦
後
版
の
奥
付
は
左
の
１
か
ら
５

の
と
お
り
で
あ
る
。

１
改
造
社
『
俳
諧
歳
時
記
』「
春
之
部
」（
平
田
貫
一
郎
編
、
昭
和
廿
二
年
五
月

初
刷
発
行
、
昭
和
廿
四
年
十
一
月
四
刷
）

２
改
造
社
『
俳
諧
歳
時
記
』「
夏
之
部
」（
山
本
俊
太
編
、
昭
和
廿
二
年
六
月
）

３
改
造
社
『
俳
諧
歳
時
記
』「
秋
之
部
」（
平
田
貫
一
郎
編
、
昭
和
廿
二
年
七
月

初
刷
発
行
・
昭
和
廿
四
年
十
一
月
四
刷
）

４
改
造
社
『
俳
諧
歳
時
記
』「
冬
之
部
」（
平
田
貫
一
郎
編
、
昭
和
廿
二
年
十
一

月
初
刷
発
行
・
昭
和
廿
四
年
十
一
月
五
刷
）

５
改
造
社
『
俳
諧
歳
時
記
』「
新
年
之
部
」（
山
本
俊
太
編
、
昭
和
廿
三
年
三
月
）

14
）

前
掲
、
注

９
）参
照
。

15
）

調
査
に
用
い
た
改
造
社
『
俳
諧
歳
時
記
』
昭
和
二
十
九
年
奥
付
本
の
奥
付
は

左
の
１
か
ら
３
の
と
お
り
で
あ
る
。「
夏
の
部
」「
新
年
の
部
」
に
つ
い
て
は
今

後
の
調
査
に
俟
ち
た
い
。

１
改
造
社
『
俳
諧
歳
時
記
』「
春
之
部
」（
横
関
愛
造
編
、
昭
和
三
十
年
二
月
）

２
改
造
社
『
俳
諧
歳
時
記
』「
秋
之
部
」（
横
関
愛
造
編
、
昭
和
廿
九
年
十
月
）

３
改
造
社
『
俳
諧
歳
時
記
』「
冬
之
部
」（
横
関
愛
造
編
、
昭
和
廿
九
年
十
一

月
）

16
）

本
稿
で
は
季
題
の
う
ち
、
特
に
歳
時
記
の
項
目
と
し
て
立
っ
て
い
る
も
の

を
、
傍
題
に
対
し
首
題
と
呼
ぶ
。
首
題
と
い
う
語
の
こ
の
よ
う
な
使
い
方
は
、

三
村
昌
義
「
虚
子
編
『
新
歳
時
記
』
に
つ
い
て
の
一
考
察
」（『
神
戸
親
和
女
子

大
学
親
和
国
文
』
第
四
十
一
号
、
二
〇
〇
六
年
十
二
月
）
に
て
、
三
村
氏
が

「
虚
子
編
『
新
歳
時
記
』
の
項
目
と
し
て
立
っ
て
い
る
季
題
（
首
題
）」
と
し

て
い
る
こ
と
に
倣
っ
た
も
の
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
本
稿
に
お
け
る
季
題
と
は
、

傍
題
と
首
題
の
総
称
で
あ
る
。

17
）

改
造
社
『
俳
諧
歳
時
記
』
の
予
約
受
付
の
目
的
で
発
表
さ
れ
た
内
容
見
本

中
、「
内
容
説
明
」
の
一
条
に
、「
季
題
は
、
古
来
の
歳
時
記
の
収
載
し
た
る
も

の
を
洩
ら
さ
ず
集
め
、
又
現
代
の
俳
人
間
に
季
題
と
し
て
与
ふ
べ
き
も
の
に
至

る
迄
網
羅
す
」
と
あ
る
。
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18
）

調
査
に
使
用
し
た
虚
子
編
『
季
寄
せ
』
の
底
本
は
、
左
の
１
か
ら
４
の
通
り

で
あ
る
。
な
お
、
校
合
本
と
し
て
、
５
以
下
の
各
本
も
用
い
た
。

１
昭
和
十
五
年
六
月
刊
虚
子
編
『
季
寄
せ
』
三
省
堂

２
昭
和
二
十
二
年
四
月
刊
虚
子
編
『
季
寄
せ
』
三
省
堂

３
昭
和
十
五
年
六
月
初
版
、
昭
和
二
十
六
年
九
月
五
版
虚
子
編
『
季
寄
せ
』
三

省
堂
（
虚
子
記
念
文
学
館
蔵
）

４
昭
和
十
五
年
六
月
初
版
、
昭
和
三
十
九
年
三
月
改
訂
初
版
、
平
成
十
八
年
十

一
月
改
訂
五
十
五
刷
虚
子
編
・
高
浜
年
尾
改
訂
編
『
季
寄
せ

改
訂
版
』
三

省
堂

５
昭
和
十
五
年
六
月
初
版
、
昭
和
十
七
年
九
月
刊
行
虚
子
編
『
季
寄
せ
』
三
省

堂
（
愛
媛
県
立
図
書
館
虚
子
文
庫
蔵
、
底
本
１
と
同
版
種
）

６
昭
和
二
十
二
年
四
月
初
版
、
昭
和
二
十
四
年
五
月
三
版
虚
子
編
『
季
寄
せ
』

三
省
堂
（
底
本
２
と
同
版
種
）

７
昭
和
十
五
年
六
月
初
版
、
昭
和
二
十
七
年
八
月
六
版
虚
子
編
『
季
寄
せ
』
三

省
堂
（
個
人
蔵
、
底
本
３
と
同
版
種
）

８
昭
和
十
五
年
六
月
初
版
、
昭
和
三
十
一
年
十
一
月
十
一
版
虚
子
編
『
季
寄

せ
』
三
省
堂
（
底
本
３
と
同
版
種
）

９
昭
和
十
五
年
六
月
初
版
、
昭
和
三
十
五
年
十
二
月
十
七
版
虚
子
編
『
季
寄

せ
』
三
省
堂
（
愛
媛
県
立
図
書
館
虚
子
文
庫
蔵
、
底
本
３
と
同
版
種
）

19
）

調
査
に
使
用
し
た
虚
子
編
『
新
歳
時
記
』
各
版
の
底
本
は
、
左
の
通
り
で
あ

る
。

１
初
版：

高
浜
虚
子
編
『
新
歳
時
記
』
昭
和
九
年
十
一
月
初
版
、
三
省
堂

２
改
訂
版：

高
浜
虚
子
編
『
改
訂

新
歳
時
記
』
昭
和
九
年
十
一
月
初
版
・
昭

和
十
九
年
七
月
改
訂
三
十
二
版
、
三
省
堂

３
改
訂
版
戦
後
修
訂
版：

『
改
訂

新
歳
時
記
』
昭
和
十
五
年
二
月

引
用
者

注：

奥
付
マ
マ
。
正
し
く
は
四
月

初
版
・
昭
和
二
十
二
年
九
月
十
四
版
、

三
省
堂

４
増
訂
版：

高
浜
虚
子
編
『
新
歳
時
記

増
訂
版
』
昭
和
九
年
十
一
月
初
版
・

昭
和
十
五
年
四
月
改
訂
版
・
昭
和
二
十
六
年
十
月
増
訂
初
版
・
平
成
十
四
年

十
一
月
増
訂
六
九
刷
、
三
省
堂

20
）

加
藤

邨
ほ
か
監
修
、
尾
形
仂
ほ
か
編
『
俳
文
学
大
辞
典

普
及
版
』（
平

成
二
十
年
一
月
、
角
川
学
芸
出
版
）「
季
寄
」
項
。

21
）
『
新
歳
時
記
』
の
大
き
さ
が
縦
一
〇
・
二
糎
×
横
一
五
・
五
糎
、
厚
さ
二
・

三
糎
で
あ
る
の
に
対
し
、『
季
寄
せ
』
初
版
は
縦
九
・
四
糎
×
横
十
三
・
五
糎
、

厚
さ
〇
・
八
糎
で
小
型
化
が
図
ら
れ
て
い
る
。

22
）

前
掲
、
注

１
）参
照
。

23
）

前
掲
、
注

１
）参
照
。

24
）

前
掲
、
注

18
）お
よ
び

19
）参
照
。『
季
寄
せ
』
の
奥
付
は
本
の
裏
表
紙
に

糊
付
け
さ
れ
て
い
る
た
め
、
貼
り
か
え
ら
れ
て
い
る
恐
れ
が
あ
る
こ
と
に
は
注

意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
見
る
限
り
、
奥
付
部
分
が
貼
り
直
さ
れ
て
い
る

様
子
は
看
取
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
、
こ
の
奥
付
に
従
っ
て
考
察
を
進
め
た
。

25
）

西
村
睦
子
『「
正
月
」
の
な
い
歳
時
記
｜
虚
子
が
作
っ
た
近
代
季
語
の
枠
組

み
』（
二
〇
〇
九
年
十
二
月
、
本
阿
弥
書
店
）。

26
）
『
ホ
ト
ト
ギ
ス
』
第
四
十
三
巻
第
一
号
（
昭
和
十
四
年
十
月
）「
各
地
座
談

会
」
中
「
京
城
」
で
の
発
言
に
、「
固
有
の
季
題
と
い
ふ
と

中
略

此
頃
で

は
外
寝
か
な
。
尤
も
こ
れ
は
満
州
支
那
あ
た
り
で
も
や
る
ら
し
い
が
。」「
外
寝

と
云
ふ
の
は
実
に
大
陸
的
」「
朝
鮮
の
中
流
以
下
の
家
は
温
突
の
焚
口
と
炊
事

の
方
の
焚
口
と
が
一
緒
に
な
つ
て
ゐ
て
、
飯
を
焚
く
と
常
に
温
突
が
暖
く
な
つ

て
、
夏
は
と
て
も
家
の
中
に
居
ら
れ
な
い
ん
で
、
勢
ひ
外
寝
と
い
ふ
こ
と
に
な

る
ん
で
せ
う
な
。」「
結
局
朝
鮮
の
冬
は
寒
い
。
従
つ
て
家
を
建
て
る
に
し
て
も

冬
ば
か
り
考
へ
て
居
る
。
家
の
構
造
は
温
突
に
し
て
、
部
屋
も
窓
も
可
及
的
に

小
さ
く
す
る
し
、
夏
は
と
て
も
家
の
内
に
寝
て
居
ら
れ
な
い
。」
等
が
見
ら
れ
、

当
時
の
外
地
俳
人
が
、
外
寝
に
、
外
地
に
お
け
る
固
有
性
を
見
出
し
て
い
た
こ

と
が
窺
え
る
。

27
）

虚
子
編
『
季
寄
せ
』、『
新
歳
時
記
』
各
版
の
、
季
題
「
甘
蔗
刈
」
項
の
季
題

解
説
文
を
左
に
引
用
す
る
。

Ａ
『
新
歳
時
記
』
改
訂
版
戦
後
修
訂
版
（『
新
歳
時
記
』
改
訂
版
も
同
文
）

甘
蔗
刈
三

台
湾
の
甘
蔗
成
熟
期
は
十
二
月
初
旬
に
始
ま
り
翌
年
四
月
に
及

ぶ
。
即
ち
十
二
月
初
旬
か
ら
甘
蔗
刈
を
始
め
る
の
で
あ
る
が
、
刈
つ
て
そ
の

ま
ゝ
置
く
と
糖
分
が
減
る
の
で
、
刈
る
一
方
、
畑
か
ら
製
糖
工
場
へ
と
搬
入

す
る
。
内
地
で
も
九
州
辺
で
は
甘
蔗
を
耕
作
し
十
二
月
頃
刈
る
。
葉
を
除
い

て
、
石
車
で
搾
つ
て
其
汁
を
煮
詰
め
て
黒
砂
糖
を
製
す
る
の
で
あ
る
。
甘
蔗
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は
一
般
に
砂
糖
黍
と
い
ふ
。

Ｂ
『
季
寄
せ
』
初
版
修
訂
版

甘
蔗
刈
三

台
湾
の
甘
蔗
成
熟
期
は
十
二
月
初
旬
に
始
ま
り
翌
年
四
月
に
及

ぶ
。
そ
れ
を
刈
る
の
で
あ
る
。
甘
蔗
は
一
般
に
砂
糖
黍
と
い
ふ
。

Ｃ
『
季
寄
せ
』
改
訂
版

「
甘
蔗
刈
」
項
見
ら
れ
ず

Ｄ
『
新
歳
時
記
』
増
訂
版

甘
蔗
刈
三

刈
つ
て
そ
の
ま
ゝ
置
く
と
糖
分
が
減
る
の
で
、
刈
る
一
方
、
畑

か
ら
製
糖
工
場
へ
と
搬
入
す
る
。
九
州
辺
で
は
十
二
月
頃
刈
る
。
葉
を
除
い

て
、
石
車
で
搾
つ
て
其
汁
を
煮
詰
め
て
黒
砂
糖
を
製
す
る
の
で
あ
る
。
甘
蔗

は
一
般
に
砂
糖
黍
と
い
ふ
。

28
）

虚
子
編
『
季
寄
せ
』、『
新
歳
時
記
』
各
版
の
、
季
題
「
目
貼
剥
ぐ
」
項
の
季

題
解
説
文
を
左
に
引
用
す
る
。

Ａ
『
新
歳
時
記
』
改
訂
版
戦
後
修
訂
版
（『
新
歳
時
記
』
改
訂
版
も
同
文
）

目
貼
剥
ぐ

満
州
や
朝
鮮
の
極
寒
の
地
で
は
、
冬
中
は
窓
の
𨻶
間
と
い
ふ
𨻶

間
を
目
貼
り
し
て
あ
る
。
春
に
な
つ
て
こ
れ
を
剥
ぐ
の
で
あ
る
。

Ｂ
『
季
寄
せ
』
初
版
修
訂
版

目
貼
剥
ぐ

満
州
や
朝
鮮
の
極
寒
の
地
で
は
、
冬
中
は
窓
の
𨻶
間
と
い
ふ
𨻶

間
を
目
貼
り
し
て
あ
る
。
春
に
な
つ
て
こ
れ
を
剥
ぐ
の
で
あ
る
。

Ｃ
『
季
寄
せ
』
改
訂
版

「
目
貼
剥
ぐ
」
項
見
ら
れ
ず

Ｄ
『
新
歳
時
記
』
増
訂
版

目
貼
剥
ぐ

極
寒
の
地
で
は
、
冬
中
は
窓
の
𨻶
間
と
い
ふ
𨻶
間
を
目
貼
り
し

て
あ
る
。
春
に
な
つ
て
こ
れ
を
剥
ぐ
の
で
あ
る
。

29
）

虚
子
編
『
新
歳
時
記
』
増
訂
版
「
目
貼
剥
ぐ
」
項
。

30
）

虚
子
編
『
季
寄
せ
』、『
新
歳
時
記
』
各
版
の
、
季
題
「
ペ
ー
チ
カ
」
項
の
季

題
解
説
文
を
左
に
引
用
す
る
。

Ａ
『
新
歳
時
記
』
改
訂
版
戦
後
修
訂
版
（『
新
歳
時
記
』
改
訂
版
も
同
文
）

ペ
ー
チ
カ
三

ロ
シ
ア
建
の
家
に
特
有
の
暖
房
装
置
で
、
数
室
の
境
界
に
円

柱
を
つ
く
り
、
そ
の
下
に
多
く
石
炭
を
焚
い
て
暖
を
と
る
の
で
あ
る
。
朝
晩

一
回
づ
つ
焚
け
ば
終
日
終
夜
暖
か
い
。
満
州
地
方
の
家
に
多
く
見
ら
れ
、
特

異
な
風
趣
が
あ
る
。

Ｂ
『
季
寄
せ
』
初
版
修
訂
版

ペ
ー
チ
カ
三

ロ
シ
ア
建
の
家
に
特
有
の
暖
房
装
置
で
、
数
室
の
境
界
に
円

柱
を
つ
く
り
、
そ
の
下
に
多
く
石
炭
を
焚
い
て
暖
を
と
る
の
で
あ
る
。

Ｃ
『
新
歳
時
記
』
増
訂
版

ペ
ー
チ
カ
三

数
室
の
境
界
に
円
柱
を
つ
く
り
、
そ
の
下
に
多
く
石
炭
を
焚

い
て
暖
を
と
る
の
で
あ
る
。
朝
晩
一
回
づ
つ
焚
け
ば
終
日
終
夜
暖
か
い
。

31
）

虚
子
編
『
新
歳
時
記
』
増
訂
版
「
ペ
チ
カ
」
項
。

32
）

童
謡
「
ペ
チ
カ
」
は
北
原
白
秋
作
詞
、
山
田
耕
筰
作
曲
。「
南
満
州
（
現
中

国
の
北
東
部
）
を
舞
台
に
作
ら
れ
た
こ
の
歌
は
、
大
正
十
二
年
十
二
月
に
作
曲

さ
れ
、
同
十
四
年
五
月
「
子
供
の
村
」
に
発
表
さ
れ
」
た
（
野
ば
ら
社
編
集
部

編
『
童
謡
（
増
訂
版
）』
一
九
九
四
年
、
野
ば
ら
社
）。
つ
ま
り
、
虚
子
編
『
新

歳
時
記
』
初
版
の
刊
行
さ
れ
る
約
十
年
前
に
発
表
さ
れ
、『
新
歳
時
記
』
増
訂

版
に
は
二
十
五
年
以
上
先
行
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
主
に
満
州
を
舞
台
に

設
定
さ
れ
た
季
題
で
あ
り
な
が
ら
、『
新
歳
時
記
』
増
訂
版
に
ま
で
「
ペ
ー
チ

カ
」
が
季
題
と
し
て
残
さ
れ
た
理
由
と
し
て
、
こ
の
童
謡
か
ら
の
影
響
は
考
え

ら
れ
て
よ
い
も
の
と
思
わ
れ
る
。

33
）

こ
こ
で
の
忌
日
季
題
は
「〔
人
名
〕
忌
」
の
形
の
も
の
に
限
定
し
、
従
っ
て

「
涅
槃
」「
御
命
講
」「
大
師
講
」
な
ど
は
除
く
。

34
）

虚
子
編
『
季
寄
せ
』
改
訂
版
「
西
鶴
忌
」
項
。

35
）

忌
日
季
題
の
中
で
も
「
四
迷
忌
」
は
、「
墓
碑
が
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
郊
外
共
同

墓
地
に
あ
る
」
た
め
、「
旧
日
本
の
植
民
地
や
進
駐
地
域
に
か
か
わ
る
季
題
」

に
含
ま
れ
、
し
た
が
っ
て
「

植
民
地
季
題

の
整
理
の
中
で
必
然
的
に
削
除

さ
れ
た
」
こ
と
が
、
先
行
研
究
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
筑
紫
磐
井
「
歳

時
記
の
百
年

第
八
回
虚
子
編
『
新
歳
時
記
』」（『
俳
壇
』
十
七
巻
九
号
、
二

〇
〇
〇
年
八
月
））。

付
記

本
稿
は
、
俳
文
学
会
第
六
十
一
回
全
国
大
会
（
二
〇
〇
九
年
十
月
二
十
四
日

｜
二
十
六
日
、
於
筑
波
大
学
）
に
お
け
る
口
頭
発
表
に
基
づ
く
。
席
上
貴
重
な

ご
教
示
を
賜
っ
た
先
生
方
に
、
記
し
て
謝
意
を
表
す
る
。
ま
た
、
調
査
に
当
た

っ
て
は
財
団
法
人
虚
子
記
念
文
学
館
お
よ
び
学
芸
員
の
小
林
祐
代
氏
、
並
び
に
愛

媛
県
立
図
書
館
に
、
一
方
な
ら
ぬ
お
世
話
に
な
っ
た
。
記
し
て
謝
意
を
表
す
る
。
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